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1. 概要 

  本資料は，Ⅴ-2-3-3-2-2「原子炉圧力容器スタビライザの応力計算書」において，鉛直方向地

震荷重を考慮していないことについて，鉛直地震時においても，原子炉圧力容器スタビライザブ

ラケットが，原子炉圧力容器スタビライザの構成部品であるヨークと鉛直方向に接触しないこと

を示し，その妥当性を説明するものである。 

 

2. 検討内容 

  本検討においては，以下に示すとおり，原子炉圧力容器の定格運転時における熱膨張及び，鉛

直地震時における相対変位量を確認することにより，原子炉圧力容器スタビライザブラケットと

ヨークとが接触しないことを確認する。 

 

 2.1 図面寸法及び原子炉圧力容器の定格運転時の熱膨張 

   図面寸法におけるスタビライザブラケットとヨークの鉛直方向のギャップ（下図参照）は，

上側で  mm，下側で  mm であり，原子炉圧力容器の定格運転時の熱膨張によるスタビ

ライザブラケットの変位は，鉛直上向き方向に  mm である。 

 

 2.2 鉛直地震時における相対変位量 

今回工認における地震時鉛直方向相対変位は Sd地震で  mm，Ss 地震で  mm である。 

 

3. 結論 

2 章の内容をまとめると下表のとおりであり，熱膨張を考慮した際の地震時鉛直方向ギャップは，

上側で  ，下側で  となる。 

すなわち，鉛直地震時であっても，原子炉圧力容器スタビライザブラケットとヨークの鉛直方向

に接触しないことが確認できることから，原子炉圧力容器スタビライザの応力計算において，鉛直

方向地震荷重を考慮していないことは問題なく，妥当である。 

 

表 スタビライザブラケットとヨークの地震時鉛直方向ギャップ算出結果  （単位：mm） 

 検 討 項 目 上側ギャップ 下側ギャップ 

① 図面寸法（据付け時）   

② RPV の定格運転時の熱膨張による鉛直方向移動量   

③ 地震時鉛直方向相対変位量（Sd地震時とSs地震時の包絡値）     

結果 地震時鉛直方向ギャップ（①＋②＋③）   

 

  

図 スタビライザブラケットとヨークの鉛直方向ギャップの定義 
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